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区域から家長を無作為に各島 300 人ずつ抽出し、現地スタッフ 2名を 1組として、各
家長への聴き取り調査を行った。調査期間は 2006 年 5 月 28 日から同年 7 月 28 日ま
での 2ヶ月間である。質問項目は①診断と治療について、②蚊帳の配布と使用状況及
び殺虫剤浸漬状況について、③マラリア予防としての健康教育について、④プロジェ








結   果 
 マラリア診断及び治療については、プロジェクト前の罹患者が 193 人（全体の











考   察 
 本研究において、当プロジェクトでの実施及び指導内容が概ね正確に継続されてい
ることがわかった。ただし、罹患状況は減少傾向にあるとはいえ、それほど大きな変
化はみられていない。州都のあるロンボク島では、プロジェクトにより著しいマラリ
ア患者の減少を示している。一方、隣島のスンバワ島では、プロジェクト前後での罹
患者は減少しているが、プロジェクト施行中と施行後を比較すると、罹患者は逆にや
や増加している。蚊帳の使用状況や健康教育の成果を踏まえると、全体的にもっと罹
患者が減少に転じてもよいはずである。この原因は地域（各島）による媒介蚊の種類
の相違、蚊帳の管理不徹底（特に殺虫剤への浸漬ができていないこと）、保健所への
アクセスの差、個々の危機意識の差異、行政の管轄範囲の限界などが影響していると
思われる。この地域からマラリアを激減させるためには、健康教育のみならず、行政
母体の積極的介入や、住民のモチベーションを増加させる多様な取り組みが重要であ
る。本研究により、東南アジア諸国に共通する同様のマラリア流行国または地域にお
けるマラリアコントロールの計画及び実施の際の先導的モデルを示す事ができたと
考える。 
 
